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●ESV実験車新安全
　コンセプト（19）

●ASV-第1期  ナビゲーション
　レーダー技術の活用、
　歩行者保護の向上（91-95）

●車両挙動安定化
　制御システム
　（VSA）（97）

●ASV-第2期  運転負荷軽減、
　交通弱者保護、被害軽減（96-00）

●インテリジェント ハイウェイ クルーズ コントロール（IHCC）＊4（99）

●配光可変型前照灯システム（AFS）＊3（03）●ハロゲン
　ヘッドライト（79）

●日本初 四輪アンチロック
　ブレーキシステム（ABS）（82）

●レーダー研究着手（71）

●ESV実験車（73）

●自動運転研究着手（86）

●ASV-第3期
　車車間通信（01-05）

●ASV-第4期  車車間および
　路車間通信（06-10）

●ASV-第5期  
　歩車間通信（11-15）

●ASV-第6期  
　自動運転実現
　に向けた検討
　（16-）

●車線維持支援システム（LKAS）＊6（02）
●Hondaインテリジェント ドライバーサポートシステム（HiDS）＊5（02）

●世界初 追突軽減ブレーキ（CMS）＊7

　＋E-プリテンショナー（03）

●信号情報活用運転支援システム（16）

●マルチビューカメラシステム（08）

●レーンウオッチ（13）

●世界初 インテリジェント ナイトビジョンシステム（04）
●ブラインドスポットインフォメーション（10）

●Honda SENSING（14）

●安全運転支援システム  （DSSS）＊8（08）

世界に先駆けた取り組みで、数々の安全運転支援技術を実用化。

■Honda  安全運転支援技術のあゆみ
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開発コンセプト  |  安全運転支援技術のあゆみ

＊1　Experimental Safety Vehicle。実験安全車。　　＊2　Advanced Safety Vehicle。先進安全自動車。　　＊3　Adaptive Front Lighting System。　　＊4　現在のアダプティブクルーズコントロール（ACC）。　　＊5　Honda intelligent Driver Support System。写真は公道テスト車両（00）。　
＊6　Lane Keeping Assist System。　　＊7　Collision Mitigation brake System。現在の衝突軽減ブレーキ（CMBS：Collision Mitigation Braking System）。　　＊8　Driving Safety Support Systems。安全運転支援システム。

Hondaは、安全運転支援技術の研究・開発に、世界に先駆けて取り組んでき
ました。1971年には、現在の衝突軽減ブレーキにつながるレーダーブレーキの研
究に着手。以降、米国のESV＊1プロジェクトや、運輸省（現・国土交通省）主宰の
ASV＊2プロジェクトに積極的に参加しながら技術を養い、世界初の追突軽減

ブレーキをはじめとする多くの機能をいち早く実用化してきました。そして2014年、
さまざまな機能を統合した安全運転支援システム「Honda SENSING」を発表。
軽自動車を含むすべてのHonda車への標準装備化を推進し、2020年には国
内新車販売台数※の95パーセント以上にまで適用率を高めました。

※　普通乗用車と軽自動車の合計。


